
  1/4 

2022年度 第 3回 京大本番レベル模試 （2022年 10月 2日実施） 

採点基準 世界史 

 

※ 以下の加点ポイントは目安です（加点ポイントは＜ ＞でくくり、得点として＋1を付けている）。実際は個々

の答案の状況に応じて採点しています。 

※ 学習の成果を少しでも拾いたいため、部分点はできるだけ与える方向で採点していますが、実際の入試では

同じ扱いとは限りません。完全な答案を目指して、しっかり復習しましょう！ 

 

Ⅰ １9 世紀後半の清朝における近代化運動 (配点 20点) 

※ 6行目に入っている答案を採点対象とする。 

※ 15行目に入っていない答案は、加点ポイントを満たしていても満点にしない。（以上Ⅲも同） 

 

＜１ 洋務運動＞ 

① （清が）アロー戦争で敗北したこと…１点 

② 洋務運動が行われたこと…１点 

③ 同治帝の治世に盛んに進められたこと…１点 

④ 漢人官僚が中心になって進められたこと…１点 

⑤ ④の人物名：曾国藩・李鴻章・左宗棠…いずれか書いて１点 

⑥ 技術の西洋化が進んだこと…１点 

⑦ 軍事産業や工業部門で行われたこと…１点 

⑧ ⑦の具体例：兵器工場・紡績工場，汽船会社，近代海軍の設立，鉱山開発，電信事業など…１点  

⑨ 中国の体制や伝統が守られたこと…１点 

⑩ 「中体西用」の立場をとったこと…１点 

⑪ 中国の政治体制が変化しなかったこと…１点 

⑫ （清が）清仏戦争や日清戦争に敗北したこと…１点 

⑬ ⑫などで，限界が露呈したこと…１点    

 

＜2 戊戌の変法＞ 

① 戊戌の変法が行われたこと…１点 

② 光緒帝の命で進められたこと…１点 

③ 公羊学者を中心に進められたこと…１点 

④ ③の人物名：康有為・梁啓超…いずれか書いて１点 

⑤ 立憲君主政の樹立を目指したこと…１点 

⑥ 議会設立の実現が目指されたこと…１点 

⑦ 日本の明治維新を範としたこと…１点 

⑧ 西太后らの保守派が反発したこと…１点 

⑨ 戊戌の政変が起こったこと…１点 

⑩ 改革は失敗に終わったこと…１点 

⑪ 康有為らは日本へ亡命したこと…１点 

⑫ その後（義和団事件が起こり），中国の半植民地化が確定したこと…１点 
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＜3 論理構成点＞（＝上記加点ポイントの他に、論理展開を意識している答案に与えるプラスアルファの点。

論述問題の解答は、単に歴史用語をつなげればいいというわけではないことを受験者に理解してほしいため

に設けている。解答欄の右上欄外に，＋1または＋2を付けている。加点されない場合は数字なし。Ⅲも同 

① ＜１＞・＜2＞がバランスよく書けていること…１点   

② ＜１＞・＜2＞それぞれで，主体が明記されていること…1 点 

 

Ⅱ Ａ 現代中国の道教  Ｂ カージャール朝の植民地化と民族運動   (配点 30点) 

※ 漢字の誤りは不可 

※ ひらがな表記は不可 

※ ｂ音をｖ音で表記しているものは不可 

※ 空欄の後の語句を入れてしまった場合は許容（以上Ⅳも同） 

※ 各 1点  

 

A 

(3) (ア) クマーラジーヴァ 可 

(6) ロベルト=コッホ 可 

 

B 

(12) シャー＝レザー 可   

(19) フラグ（フレグ）=ウルス 可    

(22) モサッデク，モハンマド=モサデグなど 可 

 

Ⅲ 1960 年代から 1970 年代の冷戦の展開  (配点 20点)  

＜１ 1960 年代＞ 

〔I ベルリンの壁〕 

① ベルリンの壁が建設されたこと…１点 

② ①は東ドイツが設置したこと…１点 

〔II キューバ危機〕 

③ アメリカがキューバと断行したこと…１点 

④ ソ連がキューバにミサイル基地建設を計画したこと…１点 

⑤ （米ソ間に）キューバ危機が起こったこと…１点  

⑥ 米ソ間にホットラインが設置されたこと…１点 

⑦ ⑥により緊張緩和（デタント）に向かったこと…１点 

〔III 中ソ対立〕 

⑧ 中ソ対立が起こったこと…１点 

⑨ 中国が平和共存を批判したこと…１点 

※「フルシチョフが平和共存を唱えた」は加点しない。 

⑩ ソ連が中国から技術者を引き揚げたこと…１点 

⑪ （中ソ対立が）公開論争となったこと…１点 

⑫ 国境紛争が起こったこと…１点 

〔IV プラハの春〕 

⑬ チェコで改革が始まったこと…１点 
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⑭ ⑬は「プラハの春」と呼ばれること…１点 

 ※「⑬はドプチェクが指導した」なども可 

⑮ ソ連が軍事侵入したこと…１点 

⑯ ブレジネフが制限主権論を発表したこと…１点 

⑰ ルーマニアが独自外交路線をとったこと…１点 

〔V ベトナム戦争〕 

⑱ アメリカが北爆を開始したこと…１点 

⑲ アメリカが本格的にベトナム戦争に介入したこと…１点 

⑳ 反戦運動が国際的に批判されたこと…１点 

 

＜2 1970 年代＞ 

〔I 緊張緩和（デタント）〕 

① 東方外交が展開されたこと…１点 

② ①は社会主義諸国との関係正常化を目指したものであること…１点 

③ ①は緊張緩和（デタント）の流れの中で行われたこと…１点 

※（＜１＞IIの⑦で緊張緩和に触れていない場合のみ加点する。 

④ 東西ドイツが国際連合に加盟したこと…１点 

〔II ニクソン訪中〕 

⑤ ニクソン大統領が訪中したこと…１点 

⑥ ベトナム和平協定（パリ和平協定）が結ばれたこと…１点 

⑦ 全欧安保協力会議が開催されたこと…１点 

〔III 第 2 次冷戦（新冷戦）〕 

⑧ ソ連がアフガニスタン侵攻を開始したこと…１点 

⑨ ソ連が国際的非難を浴びたこと…１点 

⑩ 第 2次冷戦（新冷戦）が始まったこと…１点 

⑪ 中越戦争が起こったこと…１点 

 

＜3 論理構成点＞  

① ＜１＞の時代で，I～Vのうち 3つ以上，＜2＞の時代で I～IIIのうち 2つ以上に言及していること…１点 

② 社会主義内部の対立を明記していること…１点 

 

Ⅳ Ａ 列強による東南アジアの植民地化   Ｂ 19 世紀のイギリスとロシアの関係 (配点 30点) 

※B(16) 2点  その他 各 1点 

A 

(1) (イ)  政府栽培制度 可 

(2) (イ) アンボン事件 可 

(3)  東ティモール民主共和国 可   東ティモール国，東ティモール共和国など 不可 

(6) (ア) ジョージ＝マカートニー 可 

(イ) トーマス＝ラッフルズ 可  

(9) ピニョー＝ド＝ベーヌ 可 

(12)  エミリオ＝アギナルド 可 
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B 

(15) ホセ＝デ＝サン＝マルティン 可 

(16)  2 点満点 

 ① （弱体化した）オスマン帝国で領土問題や民族問題があったこと…１点 

 ② ①をめぐって，ヨーロッパ諸国間の外交問題が生じたこと…１点 

(17)  バイロン卿 可 

(18)  ルイ＝フィリップ１世 可   

(19)  ムハンマド＝アリー＝パシャ 可   

(20) (ア) グリムのみ 不可 

(21) ジュゼッペ＝マッツィーニ 可 

(22) アンリ＝デュナン 可   

(24) オットー＝フォン＝ビスマルク 可  

(25) コンゴ，コンゴ共和国，コンゴ民主共和国 不可 

以上 

 


